
（1）　第４５３号

２
回
戦　

本
校　

２

－
０　

益
田
翔
陽

３
回
戦　

本
校　

２
－

０　

石
見
智
翠
館

準
決
勝　

本
校　

２
－

０　

松
江
西

決　

勝　

本
校　

２
－

１　

松
江
南

〈
個
人
戦
〉

２　

位　

水
永
花
音
・
大
庭
萌
愛
ペ
ア

３　

位　

木
村
香
夏
・
岡
本
涼
香
ペ
ア

○
大
会
総
評

　

団
体
優
勝
を
自
信
に

し
て
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
応
援

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

時　

５
月
13
〜
14
日　
　
　
　
　
　

於　

岡
山
県
備
前
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー

【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
水
永
花
音
、
木
村
香
夏
、
岡

本
涼
香

○
大
会
総
評

　

本
校
か
ら
は
３
名
が
出
場
し
た
。
い
ず
れ
も

一
回
戦
突
破
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
各
世
代

の
ト
ッ
プ
が
集
結
す
る
全
国
大
会
で
貴
重
な
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
。
更
に
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

 

（
顧
問　

金
森　

快
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

県
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

時　

４
月
22
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ベ
ス
ト
16　

川
角
光
夢（
1-2 

羽須美
）

○
大
会
総
評

　

１
年
生
ら
し
く
思
い
切
っ
た
プ
レ
ー
で
勝
ち

上
が
っ
た
が
、
力
の
差
を
感
じ
る
大
会
と
な
っ

た
。
今
後
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
国
大
会
県
予
選

時　

４
月
28
〜
30
日　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
団
体
〉
５
位

【
団
体
メ
ン
バ
ー
】
田
中
蒼（
3-5 

出一
）、
堀
江
結
太

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
11
回
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

時　

４
月
22
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

２　

位　

神
田
桜
奈（
3-5 

浜東
）

３　

位　

岡
本
涼
香（
2-5 

浜東
）

ベ
ス
ト
８　

水
永
花
音（
2-5 

益東
）・
木
村
香
夏（
2-3 
斐東
）

　
　
　
　

大
庭
萌
愛（
2-3 

益東
）・
川
角
莉
子（
2-5 
大社
）

○
大
会
総
評

　

シ
ン
グ
ル
ス
強
化

が
実
っ
た
大
会
で
あ

っ
た
。
経
験
と
し
て
次

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
国
大
会
島
根
県
予
選

時　

４
月
28
〜
30
日　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
団
体
戦
〉　

優
勝

令和５年５月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４５３

卓　

球　

部

男
子
団
体
３
年
連
続
14
回
目
の
優
勝
（
５
連
覇
）
!!

個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
共
に
優
勝
!!

第
70
回
中
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
島
根
県
予
選
大
会

時　

４
月
28
〜
30
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
団
体
〉
優
勝

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

佐
藤
卓
斗
（
3-4 

北陵
）

２
位　

小
野
泰
和
（
2-5 

北陵
）

３
位　

肖　

騏
駿
（
1-3 

广雅
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優
勝　

佐
藤
卓
斗
・
小
野
泰
和 

組

３
位　
小
川
さ
く
ら（
3-3 

平野
）・
黒
田
昌
秀（
2-5 

麹町
） 

組

３
位　

大
村　

心（
1-3 

西谷
）・
肖　

騏
駿 

組

※
県
予
選
を
突
破
し
た
シ
ン
グ
ル
ス
８
名
、
ダ
ブ
ル

ス
３
組
が
県
代
表
と
し
て
中
国
大
会
に
出
場
。

○
大
会
総
評

　

団
体
戦
は
出
場
し
た
選

手
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
味
を

発
揮
し
、14
回
目
の
優
勝
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。決

し
て
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、

６
月
の
県
高
校
総
体
で
も

完
全
優
勝
で
き
る
よ
う
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
い
た
い
。 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

総
体
に
向
け
、実
り
あ
る
試
合
に

総
体
に
向
け
、実
り
あ
る
試
合
に

２位神田選手（右）
と３位岡本選手

団体優勝メンバー

シングルス優勝の佐藤選手

５連覇を達成した団体戦メンバー

（
3-4 

出一
）、
伊
藤
快（
2-4 

出三
）、
板
垣
優
吾（
2-4 

斐東
）、

髙
橋
海
璃（
2-3 

斐東
）、
田
邊
航
汰（
2-1 

横田
）、
川
角
光

夢
、
岡
田
隆
聖（
1-4 

羽須美
）

１
回
戦　
　
　

③

－

０　

大　

社

２
回
戦　
　
　

②

－

１　

隠
岐
島
前

準
々
決
勝　
　

０

－

②　

安　

来

５
位
決
定
戦　

②

－

０　

江
津
工
業

〈
個
人
〉

ベ
ス
ト
16　

川
角
光
夢
・
髙
橋
海
璃

ベ
ス
ト
32　

伊
藤　

快
・
堀
江
結
太

○
大
会
総
評

　

県
総
体
の
シ
ー
ド
権
を
決
め
る
大
切
な
試
合

で
あ
っ
た
が
、
団
体
、
個
人
共
自
分
の
力
を
出

す
こ
と
が
で
き
ず
悔
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
総

体
ま
で
の
残
り
の
期
間
を
大
切
に
し
、
し
っ
か

り
と
精
進
し
た
い
。 

（
顧
問　

河
野
高
幸
）

テ

ニ

ス

部

県
高
校
個
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

４
月
29
日　

於　

浜
田･

益
田

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　　

３
回
戦
敗
退

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
16　

長
子
七
海（
2-1 

斐西
）

○
大
会
総
評

　

男
子
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
有
望
な
新
入

生
が
多
い
今
大
会
で
、
自
分
の
力
を
発
揮
で
き

た
と
思
う
。
ま
た
女
子
に
つ
い
て
は
、
11
年
ぶ

り
に
個
人
戦
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
で
き
た
こ
と

は
賞
賛
に
値
す
る
。
県
総
体
に
向
け
、
自
分
の

た
め
の
練
習
に
励
ん
で
欲
し
い
。

中
国
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
県
予
選
大
会

時　

５
月
20
・
21
日

於　

浜
山
公
園　
　

〈
16
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退

〈
18
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

１
回
戦
敗
退

〈
18
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

県
総
体
前
の
調
整
試
合
と
し
て
臨
ん
だ
が
不

完
全
燃
焼
に
終
わ
っ
た
。
県
総
体
ま
で
残
り
少

な
い
が
練
習
に
励
み
、
自
分
の
テ
ニ
ス
を
展
開

し
て
欲
し
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

ダブルス優勝の佐藤（右）・小野組



第４５３号　（2）

野　

球　

部

島
根
県
春
季
高
等
学
校
野
球
大
会

中
部
地
区
予
選

時　

４
月
22
日　
　
　

於　

松
江
市
営
野
球
場

本　

校　

０
０
１
０
０
３
１
２
０　

７

安　

来　

１
０
０
１
１
０
１
０
０　

４

県
大
会

時　

４
月
28
日　
　
　

於　

松
江
市
営
野
球
場

島
根
中
央　

３
０
２
０
０
０
１
０
０　

６

本　

校　

０
０
０
０
０
０
０
１
２　

３

○
大
会
総
評

　

今
大
会
は
、
ベ
ス
ト
16
で
大
会
を
終
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。
選
手
達
は
冬
場
に
培
っ
た
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
れ
た
。
格
上
の

相
手
に
対
し
て
、
堂
々
と
戦
う
姿
は
夏
の
大
会

へ
向
け
弾
み
と
な
る
と
感
じ
た
。
更
な
る
高
み

を
目
指
し
て
、
出
雲
北
陵
の
野
球
に
磨
き
を
か

け
て
い
き
た
い
。
一
般
の
観
客
も
入
場
が
許
可

さ
れ
、
当
日
は
多
数
の
方
々
に
球
場
へ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
援
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
顧
問　

畑　

宗
一
郎
）

陸
上
競
技
部

第
77
回
出
雲
陸
上
競
技
大
会

時　

４
月
15
・
16
日　
　
　

於　

浜
山
公
園
陸
上
競
技
場

〈
男
子
〉

加
藤
優
之
介
（
3-3
斐西
）　

や
り
投　

７
位

東
原　

舜
（
3-5
出三
）　

400
ｍ　
　

７
位

足
立
康
佑
（
2-4
斐東
）　

走
高
跳　

８
位

〈
女
子
〉

矢
野
有
紗
（
2-2
河南
）　

800
ｍ　
　

６
位

第
78
回
島
根
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

時　

５
月
４
・
５
日

於　

益
田　
　
　
　

倉
橋•

河
原•

小
堀  

中
国
選
手
権
出
場
権
獲
得
！

〈
男
子
〉

倉
橋
歩
夢（
3-3
出三
）　

三
段
跳　
　

６
位

河
原
栄
太（
2-6
平田
）　

3000
ｍ
Ｓ
Ｃ　

８
位

〈
女
子
〉

小
堀
壱
華（
2-5
出一
）　

5000
ｍ　
　
　

３
位

○
大
会
総
評

　

春
の
大
会
を
振
り
返
る
と
、
昨
年
度
入
賞

に
あ
と
一
歩
だ
っ
た
選
手
の
活
躍
が
目
立
っ

た
。
５
ヶ
月
間
の
冬
期
練
習
は
、
練
習
場
所

に
苦
慮
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
の
専
門

性
を
工
夫
し
な
が
ら
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

５
月
末
に
開
催
さ
れ
る
県
高
校
陸
上
大
会

で
は
全
員
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
一
人
で
も

多
く
中
国
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

時　

４
月
10
・
11
日

　

本
校
で
は
中
学
校
と
高
等
学
校
の
新
入
生
が

合
同
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
長
講
話
を
は
じ
め
、
校
舎
見
学
や
礼
法
指

導
等
を
二
日
間
に
渡
っ
て
行
い
、
本
校
生
徒
と

し
て
の
心
構
え
を
学
ん
だ
。
二
日
目
の
最
後
に

は
歓
迎
演
奏
会
を
開
催
し
、
音
楽
コ
ー
ス
在
籍

の
吹
奏
部
・
合
唱
部
・
弦
楽
ク
ラ
ブ
の
生
徒
に

よ
る
独
奏
・
独
唱
が
披
露
さ
れ
た
。

一
斉
書
写

一
斉
書
写

時　

４
月
18
日

本
校
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
一
斉
書
写
」
を

実
施
し
た
。
こ
れ
は
集
中
力
を
養
い
、
日
常
の

落
ち
着
き
や
授
業
に
臨
む
心
構
え
を
整
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
生
徒
達
は
静
か
で
緊

張
感
の
あ
る
雰
囲
気
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

教
職
員
I
C
T
研
修
会

時　

４
月
26
日

　

本
校
は
、
授
業
に
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
て
い
る
。
教
職
員
は
定
期

的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
を
行
っ
て

お
り
、
本
年
度
１
回
目
と
な
る

研
修
を
行
っ
た
。

　

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
授
業
支
援
ソ
フ
ト
ス
カ

イ
メ
ニ
ュ
ー
やM

icrosoft 
SharePoint

、G
oogle Jam

 
Board

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
プ
リ

の
実
践
的
な
使
い
方
を
教
員

間
で
共
有
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、他

教
科
の
実
践
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
教
員
全

体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

教
職
員
奉
仕
作
業
実
施

時　

４
月
28
・
５
月
10
日

　

４
月
28
日
、５
月
10
日
の
放

課
後
に
教
職
員
奉
仕
作
業
を

実
施
し
、校
地
内
及
び
校
地
外

周
の
溝
掃
除
や
道
路
脇
の
除

草
作
業
な
ど
を
行
っ
た
。い
ず

れ
も
短
時
間
の
作
業
で
あ
っ

た
が
、安
全
で
気
持
ち
の
良
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
皆
が

意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。

高
校
生
徒
総
会
開
催

高
校
生
徒
総
会
開
催

時　

５
月
11
日　
　
　
　
　

於　

体
育
館（
ラ
イ
ブ
配
信
）

　

今
年
度
も
ラ
イ
ブ
配
信
に

よ
り
生
徒
総
会
を
実
施
し
た
。

須
谷
生
徒
会
長
の
も
と
、
生
徒

会
執
行
部
並
び
に
専
門
部
か

ら
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
、
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
。
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、「Share  Sm

ile

〜
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
で
〜
」
で
、
み
ん

な
で
笑
顔
を
共
有
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
笑
顔
が

溢
れ
、
活
気
あ
る
生
徒
会
を
全
校
生
徒
が
協
力

し
て
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。吹

奏

楽

部

第
27
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

時　

５
月
６
日　
　
　
　
　
　

昼
の
部

：

14
時
開
演　
　

夜
の
部

：

18
時
30
分
開
演

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

27
回
目
と
な
る
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
を
開

催
し
た
。
新
体
制
と
な
っ
て
始
め
て
の
本
番
で

あ
っ
た
が
、
生
徒
達
は
こ
の
一
ヶ
月
間
よ
く
努

力
し
、
最
大
限
の
準
備
を
し
て
本
番
を
迎
え
た
。

昼
の
部
・
夜
の
部
と
２
回
公
演
を
行
い
、
延
べ

１
５
０
０
名
を
超
え
る
お
客
様
を
お
迎
え
し
、

会
場
が
一
体
と
な
る

コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ

た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
に
は
、
ホ
ル
ン
奏

者
の
森
博
文
氏
を
お

招
き
し
た
。
観
客
を

魅
了
す
る
美
し
い
音

色
と
卓
越
し
た
技
術
、

色
彩
豊
か
な
音
楽
表

現
に
観
客
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
共
演

を
し
た
部
員
達
に
と

っ
て
も
大
変
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
。

　

こ
の
演
奏
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
会
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
あ
る
。
部
員
一
同
感
謝
す
る
と
共
に
、
今

後
も
「
地
域
に
愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
」
を
目
指
し

変
わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。

（
副
顧
問　

竹
内
康
貴
）



（3）　第４５３号

で
す
。
環
境
は
特
に
自
分
の
気
持
ち
を
変
え
、

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
人
生
の
半
分
を
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
環
境
が
良
く
な
る
と
一
つ

の
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
、
考
え
る
力

も
向
上
す
る
か
ら
で
す
。

　

三
つ
目
は
物
事
に
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
で

す
。
自
分
の
苦
手
な
こ
と
も
何
年
か
続
け
た
ら

そ
の
努
力
は
報
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
未
来
の
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
の

は
、
結
局
今
ま
で
生
き
て
き
た
自
分
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
ま
で
努
力
し
て
き
た
自
分
が
未
来

を
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
未
来

の
自
分
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

シ
ヴ
ィ
キ
ン
グ　
一茶　

イ
シ
ュミ
ー
ル（
中1
今市
）

授
業
参
観
・
保
護
者
会
総
会
開
催

授
業
参
観
・
保
護
者
会
総
会
開
催

時　

５
月
12
日　
　

於　

北
陵
ホ
ー
ル
他

　

去
る
５
月
12
日
、
５
時
間
目
に
は
授
業
参
観

を
、
ま
た
６
時
間
目
に
は
保
護
者
会
研
修
を
、

出
雲
警
察
署
生
活
安
全
課　

福
間
宏
美
様
か
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
心
構

え
や
注
意
に
つ
い
て
講
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
の
総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
及
び

決
算
の
報
告
、
今
年
度
の
役
員
選
出
及
び
事
業

計
画
と
予
算
案
の
審
議
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
承

認
さ
れ
た
。

　

本
年
度
保
護
者
会
新
役
員
の
皆
様
は
次
の
通

り
。

会　

長　
　

岩
﨑　
　

圭（
３
年
）

副
会
長　
　

藤
原　

祐
樹（
３
年
）

副
会
長　
　

和
田　

正
志（
２
年
）

監　

事　
　

奥
田　

淳
三（
２
年
）

監　

事　
　
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ヴ
ィ
キ
ン
グ（
１
年
）

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

時　

５
月
12
日

　

５
月
12
日
、
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
た
。
生
徒

会
執
行
部
と
各
専
門
委
員
会
の
目
標
と
活
動
内

容
を
発
表
し
、
達
成
し
た
い
理
想
の
学
校
像
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
の
生
徒
会

中
学
校

卓　

球　

部

第
46
回
島
根
県
中
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

時　

５
月
３
日　
　
　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

【
男
子
団
体
】
優
勝

決
勝　

本
校　

３

－

０　

松
徳
学
院

【
男
子
個
人
】

３　

位　

三
好
蒼
空（
中3
岩倉
）

ベ
ス
ト
８

波
多
間
怜
偉（
中2
龍王
）

　
　
　
　

金
丸　

陽（
中3
西山
）

○
大
会
総
評

　

団
体
戦
で
優
勝
で
き
た
こ
と
が
大
変
嬉
し

か
っ
た
。
夏
に
向
け
て
い
い
準
備
を
し
て
い
き

た
い
。

第
74
回
岡
山
近
府
県
卓
球
選
手
権
大
会
（
中
学
以
下
の
部
）

時　

５
月
４
日　
　
　
　
　

於　

ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山

【
男
子
個
人
】

２　

位　

金
丸　

陽

○
大
会
総
評

　

優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
だ
け
に
大
変
悔

し
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
大

会
に
生
か
し
て
欲
し
い
。（

顧
問　

相
場
翔
太
）

野　

球　

部

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
出
雲
支
部
予
選

時　

４
月
15
・
22
日　
　
　
　
　

於　

斐
川
球
場
・
浜
山
少
年
球
場

２
回
戦　

本
校　

３
－

１　

出
雲
一

準
決
勝　

本
校　

１
－

８　

平　

田

３
位
決
定　

本
校　

０
－

７　

大　

社

出
雲
部
中
学
校
春
季
野
球
大
会

時　

５
月
３
・
４
日

於　

湖
陵
球
場　
　

１
回
戦　

本
校　

４

－

０　

多　

伎

２
回
戦　

本
校　

４

－

７　

大　

社

（
顧
問　

手
錢
修
司
）

テ

ニ

ス

部

中
国
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
県
予
選

時　

４
月
30
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
14
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

シ
ー
ド
選
手
相
手
に
敗
退
し
た
。
練
習
で
は

フ
ォ
ー
ム
を
修
正
す
る
な
ど
、
意
欲
的
に
取
り

組
み
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
県
予
選

時　

５
月
６
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

１
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

２
人
と
も
勝
利
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
次

の
公
式
戦
で
勝
利
を
つ
か
め
る
よ
う
、
敗
戦
を

分
析
し
、
練
習
に
励
ん
で
欲
し
い
。

Ｒ
Ｓ
Ｋ
杯
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
県
予
選

時　

５
月
20
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

中
学
１
年
生
が
出
場
し
た
が
、
勝
利
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
次
の
大
会
ま
で
し
ば
ら

く
期
間
が
あ
る
の
で
、
じ
っ
く
り
鍛
え
て
い
っ

て
欲
し
い
。

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

第
１
回 

合
同
道
徳

第
１
回 

合
同
道
徳

時　
　

５
月
８
日　
　
　

於　
　

北
陵
ホ
ー
ル　
　

講
師　

菅
田
修
司
副
校
長

　

今
回
は
「
生
き
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
菅
田

副
校
長
の
お
話
で
あ
っ
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

　

今
日
は
ど
う
す
れ
ば
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
か
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
何
事
も
人
の
せ
い
に
し
な
い
こ
と
で

す
。
失
敗（
ミ
ス
）
を
し
て
も
人
の
せ
い
に
せ

ず
に
自
分
の
せ
い
だ
と
認
め
、
そ
の
失
敗
を
受

け
入
れ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
環
境
が
人
を
育
て
る
と
い
う
こ
と

執
行
部
の
目
標
は
「
上

下
一
心
〜
上
下
関
係
な

く
、
心
を
一
つ
に
す
る

〜
」
で
、
藤
原
希
成
生

徒
会
長
は
全
校
生
徒
の

「
和
」
を
大
切
に
し
た
い

思
い
を
力
強
く
語
っ
た
。

全
校
生
徒
で
、
活
気
あ

る
よ
り
良
い
出
雲
北
陵

中
学
校
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

サ
ン
・
レ
イ
ク
宿
泊
研
修

中
学
１
年時　

５
月
18
・
19
日　
　
　

於　

島
根
県
立
青
少
年
の
家

　

中
学
１
年
生
21
名
は
一
泊

二
日
の
サ
ン
・
レ
イ
ク
宿
泊

研
修
に
参
加
し
た
。

　

初
日
の
カ
ッ
タ
ー
訓
練
で

は
、
な
か
な
か
全
員
の
息
が

合
わ
ず
険
し
い
表
情
を
浮
か

べ
て
い
た
も
の
の
、
終
盤
は

全
員
で
大
き
な
声
を
出
し
な

が
ら
最
後
ま
で
漕
ぎ
切
る
こ

と
が
で
き
た
。
疲
れ
た
後
に
、

全
員
で
協
力
し
て
準
備
を
し

た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
味
は
格

別
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

創
造
力
が
発
揮
さ
れ
、
思
い

出
に
残
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

集
団
で
の
実
践
活
動

を
通
し
て
、
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
体

感
し
、
ク
ラ
ス
の
仲
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
で
、
ク
ラ
ス
や
個

々
の
課
題
も
見
つ
か
っ

た
た
め
、
今
後
に
生
か

し
て
よ
り
良
い
学
校
生

活
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。



第４５３号　（4）
　

中
学
３
年
生
の
国
語
の
授
業
で
『
百
科

事
典
少
女
』
を
読
み
ま
し
た
。「
Ｒ
ち
ゃ

ん
」
は
読
書
好
き
な
女
の
子
。
学
校
で
は

堂
々
と
し
た
一
人
ぼ
っ
ち
で
誰
と
も
話
を

し
ま
せ
ん
。

　

あ
る
日
、「
私
た
ち
」
は
、「
読
書
休
憩

室
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
友
達
に
な
り
ま
し

た
。「
Ｒ
ち
ゃ
ん
」は
私
が
読
む
本
は
細
部

ま
で
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
ほ
ど
読
破
し
て

い
ま
す
が
、
実
は
百
科
事
典
を
読
む
こ
と

が
大
好
き
な
の
で
す
。
そ
う
い
う
「
Ｒ
ち

ゃ
ん
」
の
読
書
の
仕
方
に
つ
い
て
感
想
を

書
い
て
み
ま
し
た
。

岩
﨑　
　

彩（
中3 

湖陵
）

　

私
は
Ｒ
ち
ゃ
ん
が
す
ご
く
本
を
好
き
な

こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
Ｒ
ち
ゃ
ん
は

百
科
事
典
や
お
話
に
熱
中
し
だ
す
と
、
周

り
の
こ
と
が
見
え
な
く
な
り
、
百
科
事

典
を
抱
え
込
む
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
う
い
う
読
む
姿
勢
か
ら
Ｒ
ち
ゃ
ん

が
百
科
事
典
を
本
当
に
好
き
だ
と
い
う
こ

と
が
表
れ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
私

は
Ｒ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
百
科
事
典
で
は
な

く
、「
私
」
の
よ
う
に
嘘
の
お
話
の
方
が
好

き
で
す
。
し
か
し
、
Ｒ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に

周
り
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
熱
中
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま

す
。
私
も
そ
う
い
う
本
に
出
会
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

金
丸　
　

陽（
中3 

西山
）

　

僕
は
Ｒ
ち
ゃ
ん
の
読
書
の
仕
方
が
気
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
読
ん
で
い
る
巻

を
読
み
終
わ
る
ま
で
次
の
巻
を
読
ま
な
い

作
品
と
研
究

今月の
 1枚「

voice」
飯塚美紗希　　（ 2-7）平田

　　　

う
に
し
た
い
で
す
。

周
藤
誇
太
郎(

中3 

四絡)

　

僕
が
Ｒ
ち
ゃ
ん
の
読
書
の
仕
方
に
つ
い

て
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
時
ど
き
子
犬

の
べ
べ
に
百
科
事
典
を
読
み
聞
か
せ
る
と

こ
ろ
で
す
。
理
由
は
、
犬
に
読
み
聞
か
せ

て
も
何
の
意
味
も
な
い
の
に
な
ぜ
犬
に
向

か
っ
て
読
み
聞
か
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
僕
の
読
書
に
対
す
る

考
え
は
、
読
書
は
僕
に
考
え
方
を
教
え
て

く
れ
る
人
生
の
教
科
書
の
よ
う
な
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
理
由
は
、
本
を
読
む

と
人
生
の
考
え
方
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

い
き
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

く
持
つ
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
、
僕
は
、
も
っ
と
本
を
読
み
、
そ

の
本
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
実
行
し
、
僕

の
人
生
を
よ
り
よ
く
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

分
は
一
時
間
前
に
読
ん
だ
本
の
内
容
を
す

ぐ
忘
れ
る
の
に
、
Ｒ
ち
ゃ
ん
は
け
っ
こ
う

前
に
読
ん
だ
本
で
も
覚
え
て
い
て
、
ど
ん

な
記
憶
力
を
し
て
い
る
の
か
な
と
疑
問
に

思
い
ま
し
た
。
僕
は
Ｒ
ち
ゃ
ん
と
違
っ
て

最
初
の
部
分
や
、
山
場
や
、
最
後
の
大
事

な
部
分
だ
け
で
も
覚
え
て
い
れ
ば
い
い
か

な
と
い
う
考
え
で
し
た
。
だ
か
ら
、
Ｒ
ち

ゃ
ん
は
す
ご
い
人
だ
と
感
じ
た
の
で
、
少

し
見
習
っ
て
読
み
方
を
工
夫
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

田
中　

美
那（
中3 

塩冶
）

　

私
は
Ｒ
ち
ゃ
ん
は
、
ど
う
し
て
そ
ん
な

に
本
当
の
話
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
思
い
ま

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｒ
ち
ゃ
ん
は
、
必
ず

本
当
の
話
を
読
ん
で
い
る
う
え
に
、「
私
」

が
好
む
嘘
の
話
に
対
し
て
批
判
的
な
こ
と

を
言
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
文
庫
本
な
ど

の
絵
本
以
外
の
本
は
、
人
に
よ
っ
て
と
ら

え
方
が
変
わ
り
、
主
人
公
の
顔
な
ど
も
想

像
で
話
が
進
む
た
め
と
て
も
面
白
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
私
は
本
の
世
界
に
引
き
ず

り
込
ま
れ
て
い
く
感
覚
が
と
て
も
好
き
で

す
。

間
島　

美
月（
中3 

北陽
）

　

私
は
Ｒ
ち
ゃ
ん
と
読
書
の
仕
方
を
比
較

す
る
と
、
ペ
ー
ジ
を
飛
ば
さ
な
い
と
こ
ろ

が
私
と
真
逆
で
、
本
当
の
話
が
好
き
な
と

こ
ろ
は
一
緒
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、

最
後
ど
の
よ
う
な
結
末
に
な
る
の
か
を
知

り
た
く
て
最
後
の
ほ
う
か
ら
読
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
私
が
好
き
な
の
は
ミ
ス
テ
リ
ー

や
ホ
ラ
ー
、
事
実
の
こ
と
な
ど
と
い
っ
た

内
容
で
す
。
読
書
に
熱
中
で
き
な
い
の
で
、

少
し
だ
け
Ｒ
ち
ゃ
ん
に
憧
れ
ま
す
。
読
書

を
通
し
て
、
得
ら
れ
る
知
識
も
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
一
カ
月
に
一
冊
、
本
を
読
め
る
よ

と
こ
ろ
で
す
。
自
分
は
一
冊
の
本
を
読
み

き
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
な
い
の

で
す
ご
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
僕
は
普

段
本
を
あ
ま
り
読
み
ま
せ
ん
が
、
読
書
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
読
書
を
す
る
こ
と
で
読
む
ス

ピ
ー
ド
が
上
が
っ
た
り
、
漢
字
を
少
し
ず

つ
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
と
思
う

か
ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
興
味
を
も
っ
て

い
る
内
容
の
も
の
か
ら
、
最
後
ま
で
読
み

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
重
い
ま
し
た
。

神
田　

莉
花（
中3 

今市
）

　

私
は
Ｒ
ち
ゃ
ん
が
子
犬
の
べ
べ
に
百
科

事
典
を
読
み
聞
か
せ
て
い
る
こ
と
が
気
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、な
ぜ
「
私
」
で
は

な
く
、
ま
だ
子
犬
の
べ
べ
に
百
科
事
典
な

ど
を
読
み
聞
か
せ
て
い
る
の
か
不
思
議
に

思
っ
た
か
ら
で
す
。私
だ
っ
た
ら
、言
葉
が

通
じ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
子
犬
に
読
み

聞
か
せ
る
よ
り
、
言
葉
が
通
じ
て
い
る
人

に
読
み
聞
か
せ
た
ほ
う
が
、
相
手
の
反
応

や
表
情
が
は
っ
き
り
わ
か
る
の
で
、
そ
う

す
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
Ｒ
ち
ゃ
ん

の
読
み
聞
か
せ
る
相
手
に
つ
い
て
気
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
人
見
知
り
な
の
で
、
読

み
聞
か
せ
る
相
手
が
人
だ
と
気
遣
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
子

犬
が
相
手
だ
と
気
を
遣
う
こ
と
も
、
緊
張

す
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
Ｒ
ち
ゃ
ん
の
考

え
は
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
Ｒ
ち
ゃ
ん
の

考
え
を
参
考
に
し
て
、
本
を
読
む
と
き
は

声
に
出
し
て
読
も
う
と
思
い
ま
す
。

國
分　
　

壮（
中3 

四絡
）

　

僕
は
Ｒ
ち
ゃ
ん
が
が
読
ん
だ
本
の
内
容

を
隅
々
ま
で
し
っ
か
り
明
確
に
覚
え
て
い

る
こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
。理
由
は
、自


